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提言にあたって 第9グループ【福祉・保健分野】

อ݈෼໺につ・ࢱたち第�グループでは、෱ࢲ
いて、メンバーのؔ৺や՝୊ҙ識をもとに「高
ྸ・հޢ」、「ো֐者ࢧԉ」、「݈ͮ߁くり」の�
つをテーマにબͼ、ٞ࿦をॏͶました。
新型コロφ΢イルス感છ঱の֦大は、ҿ৯や

移動にରする行動੍ݶ、�ີのճආといった新
しい生活様ࣜのఆண、それらに൐いՃ速してい
るDXのਪਐなど、これまでになかった様々な
Өڹや変化を生み出しています。Ճ͑て、۠ߓ
においては、స出ೖがଟく、۠ຽの約�ׂがू
合ॅ୐にॅډしている౎৺ならではの特ੑ等を
എܠに、コロφՒによるӨڹと૬まって、人と
人のつながりのرബ化がةዧされています。
コロφՒにより、人々の݈߁にؔするҙ識が

かつてない高まりをݟせている一方で、生活श
者数や৺のෆௐをૌ͑る人たちの૿ױපのጶ׳
Ճなど、݈߁にؔする՝୊は一૚ਂࠁ化してい
ます。
ଞ方、高ྸ者人ޱの૿Ճにରしてશࠃ的なհ

者の高֐のෆ଍がՃ速している΄か、োࡐ人ޢ
ྸ化・ॏ౓化もਐんでいます。また、ো֐者差
ผղফ๏をはじめとするؔ࿈๏Ҋのվਖ਼など、
く環境は目רたちのグループのテーマをऔりࢲ
ま͙るしく変化しています。
ࣾձ情੎の変化の֬ೝと合わせて、現在の۠

におけるऔ組内容や۠として感じている՝୊な
ども֬ೝし、ࢲたちは֤テーマにおけるٞ࿦を
行いました。
「高ྸ・հޢ」というテーマでは「情報ఏڙ
やࢧԉのಧけ方の工෉がෆे෼」、「生きがいや
つながりを感じられる場やػձのෆ଍」、「հޢ
従事者のෆ଍」といった՝୊から、情報ఏڙの
あり方、高ྸ者とDX、ډ場所ͮくり、人֬ࡐ
อに向けたऔり組みをఏݴしています。
「ো֐者ࢧԉ」というテーマでは、ো֐者・ো
ձのෆ଍、োػの利用するサービスや就࿑ࣇ֐
者΁の理ղෆ଍という՝୊があり、೔中にお֐
けるো֐者やোࣇ֐のډ場所֬อ、ը一的では
ないੑݸに応じたଟ様な就࿑ػձの創出ࢧԉ、
より一૚のো֐者΁の理ղଅਐに向けたऔり組

みをఏݴしています。
というテーマでは、がんጶප「くりͮ߁݈」
のリスクをԼ͛るための仕組みの必要ੑ、20-
（生活の࣭）の௿Լをটく݈߁リスク、৺のෆௐ
や৺配͝とを๊͑た人΁のର߁݈、ࡦ෼໺にお
ける情報の共༗やDX΁のର応、ܰؾにできる
りఴう体੍の必要ੑなどのد者にױ૬ஊや߁݈
՝୊があり、පؾの予๷やපޙؾのέアのऔり
組みのڧ化、৺の݈߁をอつためのऔり組み、
ҩྍ情報のDXਪਐなどをఏݴしています。
さらに、ٞ࿦をਐめていく中で、�つのテーマ

に共通する՝୊がුきூりとなってきました。
ྫ͑͹、行੓からの情報はඇৗに膨大であり、
必要な情報が必要な人にಧいていないのではと
いう՝୊を共༗しました。こうしたことから、
情報をಧけるର৅者に応じて、෼かりやすさ、
利用しやすさをపఈすることがॏ要であり、テ
ーマの֞ࠜをӽ͑てऔり組Ή必要があります。
また、コロφՒをडけて、ଟくの人が仕事

とՈ଒の看පを྆立することの難しさを௧感し
ました。このܦ験は、人々のҙ識やಇき方、行
੓のࢧԉのあり方等の変ֵに生かされていく΂
きです。こうしたٞ࿦をഎܠに、高ྸ者やো֐
者、がんױ者など、Ո଒を在୐でհޢしている
人（έアラー）をର৅に、հޢを理༝にٳ職や
ୀ職することなく仕事がܧ続できるようなࢧԉ
についてもఏݴしています。
௚しݟըのܭຊج۠ߓがݴたちは、このఏࢲ

に൓映され、高ྸ者がいきいきと฻らし、ࣾձ
活動をすることができ、ো֐のある人もない人
もޓいにาみدり、ଟ様ੑがೝめられ、۠ຽみ
んながපؾを予๷し、また、පؾと付き合いな
がら、ॆ実した生活をૹることのできる۠ߓに
なることをئっています。
でいきいきと߁で฻らす人、ಇく人が݈۠ߓ

していることは、まちの活ྗやັྗそのもので
あり、۠ߓの大きな࢈ࢿになります。大੾なࢿ
をօでҭみ、「৺๛かに݈やかにա͝せるま࢈
ち」を目ࢦしましΐう。
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提言の体系

ʲςʔマ�ʳ
ߴ ɾྸհޢ

•必要な人に必要なࢧԉや情報をಧける。
•高ྸ者に配ྀしたDXをਪਐする
•いつでもूまることのできるډ場所ͮくりや人とのつながりͮくりをଅ
ਐする

•հޢ人ࡐを֬อしながら、հࢪޢઃやサービスのॆ実をਤる

ʲςʔマ�ʳ
োࢧऀ֐ԉ

•೔中のো֐者・োࣇ֐のډ場所の֬อ
•ো֐者΁のଟ様な就࿑ࢧԉ
•ো֐者΁の理ղଅਐ

ʲςʔマ�ʳ
ͮ߁݈ Γ͘

•පؾにならないための予๷とපؾになってからのέア૒方のऔ組をڧ
化する

•৺の݈߁をอつことで、す΂ての݈߁につな͛る
•ҩྍ情報におけるDXのऔ組をਪਐする
•஍Ҭશ体で݈߁ҙ識を高める

ʲ�ςʔマڞ௨ʳ

•行੓からの一方的な情報ൃ信ではなく、۠ຽが必要な情報を得られる
ように、޿報や)1、SNS等のഔ体をઓ略的に活用する。

•۠ຽࣗ਎がサービスのର৅者かを؆୯に෼かる૭ޱやシステムを੔͑
る。ର৅者が必要な情報を得られるようにDXやࢴഔ体を通じた情報
ൃ信を行う。

•Ո଒にհޢが必要な高ྸ者やো֐者、がんױ者等がいても、հޢを
する人（έアラー）がٳ職やୀ職することなく仕事をܧ続できるように、
在୐勤務やΦンラインձٞをはじめ、ಇき方のબ୒ࢶを͛޿るために、
。౎とも࿈携して仕組みͮくりをਪਐするژや౦ࠃ

•ೖ所ࢪઃやපӃ以外にも、հޢやྍཆが必要な人のډ場所の֬อや
֦ॆをਐめる。

۩ମతͳऔ૊

3テーマ共通の将来像
心豊かに健やかに過ごせるまち
新型コロφ΢イルスの感છ֦大により、新しい生活様ࣜが浸透する一方で、行動੍ݶ
に൐いرബ化してしまった人とのつながりをऔり໭し、৺๛かに݈やかにա͝せるま
ちを目ࢦす。
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像　
「⾼齢者がいきいきと暮らし、社会参加できるまち」
高ྸ者に配ྀしたDXやհޢ人ࡐの֬อをਐめるとともに、いつでもूまることがで
きるډ場所をつくることで、高ྸ者が生きがいや人とのつながりを実感し、ࣾձࢀՃ
できるまちを目ࢦす。

 2　踏まえるべき社会変化
一人暮らし⾼齢者の増加
・高ྸ者人ޱの૿Ճに൐い、一人฻らし高ྸ者も今૿ޙՃしていくࠐݟみである。
介護従事者の不足
・શࠃ的にհޢ人ࡐがෆ଍しており、今ޙの高ྸ者人ޱのߋなる૿Ճとともに人ࡐෆ଍
が一૚Ճ速する。

コロナ禍による環境変化
・DXにより、様々な技術やサービスのଟ様化がਐలしている。
・感છରࡦのための行動੍ݶにより、高ྸ者のӡ動ෆ଍やࣾձࢀՃのػձのݮগがݒ念
される。

つながりの希薄化
・۠ຽの約�ׂがू合ॅ୐にॅډしていることから、ۙྡॅຽಉ࢜とのコミュニέーシ
ョンがऔりにくい。
・స出ೖがଟく、ொձや࣏ࣗձ等のコミュニティ΁のՃೖがਐまずに、إの͑ݟるؔ܎
をつくることが難しくなっている。

⾼齢・介護1
テーマ
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 3　実現に向けた課題
課題（1）：情報提供や支援の届け方が不十分
・行੓情報がଟذにわたりա͗ていて、必要な情報にアクηスしͮらい。
・特に、一人฻らし高ྸ者にはࢧԉが行きಧきにくい。
・プッシュ型のアプローνとして;れあい૬ஊһの๚໰があるが、今ޙも૿Ճする高ྸ
者にର応し੾れなくなる可能ੑがある。
・DXにऔり࢒される人がいないようにཹҙが必要になる。
課題（2）：生きがいやつながりを感じられる場や機会の不足
・コロφՒにおける行動੍ݶの௕ظ化等に൐い、高ྸ者の外出ػձがݮগしている。
・コミュニέーションෆ଍による高ྸ者のݽಠやݽ立がݒ念される。
課題（3）：介護従事者の不足
・۠の今ޙの高ྸ者人ޱのߋなる૿Ճとともに人ࡐෆ଍が一૚Ճ速する。
ઃやサービスのॆࢪޢの֬อとհࡐ人ޢ౓の࿮組みを౿ま͑つつ、հ੍ݥอޢのհࠃ・
実の྆立がٻめられる。

テーマ 1 ⾼齢・介護
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 4　施策の方向性・具体的な取組
課題（1）への対応①：必要な人に必要な支援や情報を届ける
・ҩྍؔػ܎֤ؔ、ؔػ、ຽ間ஂ体、۠ຽが立ちدるػձのଟいࢪઃ等と࿈携し、఻わ
りやすい場所やഔ体から高ྸ者はじめ۠ຽ΁の情報ఏڙをॆ実させる。
・෱ࢱ૯合૭ޱのप知をపఈする。
・;れあい૬ஊһの֦ॆにՃ͑、ொձや۠ຽのࣗओ活動グループと࿈携し、۠や஍Ҭと
の接఺のない高ྸ者でࢧԉニーズのある人を۷りىこし、情報やサービスをఏڙする。

課題（1）への対応②：⾼齢者に配慮したDXを推進する
・デジタルにෆ׳れな高ྸ者がDXにऔり࢒されないための࠲ߨや૬ஊをॆ実させる。
・Φンラインかର面か、۠ຽがબ୒できる手続きや૬ஊର応をフレキシϒルに行う。
・֤高ྸ者ࢪઃに必要なࢧԉを෼ੳした上で、配હロボットの活用など、先୺技術を活
用したհޢ従事者のෛ୲ܰࡦݮをੵۃ的に࠾りೖれる。
・高ྸ者の݈ͮ߁くりや஍Ҭ活動にରし、マイφϙイントや۠内の঎ళで使͑るϙイン
ト等を付༩するなど、外出やࣾձࢀՃをଅすとともに、高ྸ者΁のݟकりにもつな͛
る。
・஛ࣳΤリアなどでऔり組まれているビッグデータの活用事ྫをߟࢀに、高ྸ者の行動
データ等から܏向や՝୊を෼ੳし、必要なࢧԉࡦに結ͼつける。

課題（2）への対応：いつでも集まることのできる居場所づくりや人とのつながりづくりを
促進する
・困ったときに行きやすいつながりの場ͮくりをਐめる。
に結ͼ付けられるように、ொձؔػԉࢧձ等のٞڠࢱԉが必要な人を行੓やࣾձ෱ࢧ・
や࣏ࣗձͩけでなく、ا業やマンションの管理組合等にྗڠを͙ڼ。
・いきいきプラβ等で実ࢪしている࠲ߨやࣨڭ΁のࢀՃをさらにଅਐし、高ྸ者のࣾձ
。Ճ、ࣾձ活動につな͛るࢀ

テーマ 1 ⾼齢・介護
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課題（3）への対応：介護人材を確保しながら、介護施設やサービスの充実を図る
・��の特ผ۠の中で情報共༗や࿈携をਤりながら、人ࡐの֬อやҭ੒に向けて、ࠃにಇ
きかけるとともに、ಠࣗのऔ組をਐめていく。
・༗ࢿ格の人ࡐෆ଍を補うために、ؾݩな高ྸ者、ো֐者や外ࠃ人など、幅޿い人ࡐ活
用を検౼し、հޢをサϙートする仕組みͮくりを検౼する。
・อҭ࢜の人֬ࡐอࢧԉ等をߟࢀに、۠によるॅ୐֬อやՈ௞補助等によるࢧԉ、հޢ
人ࡐの֬อとఆணをଅਐする。
・հޢ職һがやりがいなどࣗߠݾఆ感を高める事ができるように、利用者やそのՈ଒か
らのҙݟをฉくことのできる場やଞࢪઃの職һಉ࢜など第ࡾ者と交ྲྀをਂめるػձを
ઃける。
・հޢ職һの勤務環境をվળするためのڀݚ・ޮՌ検ূや、੒ޭ事ྫを౿ま͑た情報交
。ձを行うڧձやษ׵
・հޢが必要な人΁の理ղଅਐやհޢの仕事にରするイメージ向上のために、ֶߍや஍
Ҭとの࿈携やメディア等を通じたීൃܒٴをਤる。

 5　参画と協働の推進
・۠ຽと஍Ҭ、行੓が࿈携し、୭一人औり࢒さずに、ॅみ׳れた۠ߓでॅみ続けられる
ための஍Ҭแ括έアをਪਐする。
・共通のෆ҆、೰みを๊͑ている高ྸ者ಉ࢜でޓ助的な仕組みを࡞り、助け合いをଅਐ
する。ྫ͑͹、いきいきプラβの۠ओ࠵のߨशձなどを通じて、つながりͮくりをࢧ
ԉする。

テーマ 1 ⾼齢・介護
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「障害のある人もない人も、互いに歩み寄り、多様性が認められるまち」
ো֐者をऔりרく環境は、就࿑やՈ଒のෛ୲、ো֐΁の理ղෆ଍などの՝୊があるが、
ো֐者一人ͻとりのੑݸを生かした就࿑ػձのఏڙやࢪઃ以外のډ場所のఏڙにより、
ଟ様ੑをೝめ合͑るまちをめ͟す。

 2　踏まえるべき社会変化
区の人口増に伴う障害者数の増加
・۠の人૿ޱՃに൐い、ো֐者も今૿ޙՃしていくࠐݟみであることから、ো֐特ੑに
応じたࢧԉニーズもଟ様化することが૝ఆできる。

障害者差別解消法の改正
・これまでຽ間ا業の౒ྗٛ務とされてきたো֐者΁の「合理的配ྀのఏڙ」について、
๏վਖ਼により、ࠃや஍方࣏ࣗ体とಉ様に๏的ٛ務となったことで、ো֐者一人ͻとり
の事情に合わせたର応が浸透していくことがظ଴できる。

DXの推進
・ԕִロボット等のICT化のਪਐやコロφՒをػܖとしたテレワークのීٴなどにより、
ো֐者やそのՈ଒にとってのಇき方のଟ様化がਐみつつある。

障害者支援2
テーマ
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 3　実現に向けた課題
課題（1）：障害者・障害児が利用するサービスの不足
・ো֐者ຊ人やհޢするՈ଒の高ྸ化等に൐い、ࢪઃに通うなどの೔中活動のܧ続が難
しくなる可能ੑがある。
ŋ਌がಇいている೔中の時間帯にোࣇ֐を҆৺して༬けられる場所が଍りない。
・ো֐者ຊ人やՈ଒などの೔ৗの困り͝との೺Ѳ、ࢧԉニーズの۷りىこしが必要であ
る。
・移動ࢧԉの事業所や行動ԉޢサービスをఏڙできる事業所を૿やすことが必要である。
課題（2）：障害者の就労機会の不足
・就࿑に必要な知識や専門ੑをश得するػձがগない。
・ಇき方のछྨがݶఆ的である。
・ো֐者ޏ用にあたり、࠾用やҭ੒等についてا業のෆ҆やෛ୲をܰݮする必要がある。
課題（3）：障害者への理解の一層の促進
・ো֐のある人もない人も、෼けִてなくつながれる環境やコミュニティͮくりが必要
である。
・ো֐特ੑによっては、パニックになったり、大੠を出したりすることがあることを理
ղし、डけೖれられるҙ識ൃܒや仕組みͮくりがٻめられる。
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 4　施策の方向性・具体的な取組
課題（1）への対応：日中の障害者・障害児の居場所の確保
・೔中は就࿑やػ能܇࿅などに通いながらೖډできるॅまいの֬อなど、ো֐者をࢪઃ
ͩけにཹまらせずに、஍Ҭで活動できる環境੔උにऔり組Ή。
・特ผࢧԉֶߍ等の์՝ޙの時間もোࣇ֐を༬かれる場所とサービスのఏڙをਐめる。
・ো֐者の移動をࢧԉするためのサービスを֦ॆする。
・೔中サービスࢧԉ型グループϗームのઃஔと活用をਪਐする。
課題（2）への対応：障害者への多様な就労支援
・୹時間勤務やΦンライン勤務、੒Ռ型勤務、キϟリア形੒など、ো֐者のଟ様なಇき
方をࢧԉすることとซせて、ا業がো֐者をޏ用しやすいように、理ղଅਐやࢧԉॆ
実をਐめる。
ԉにより、DXや"Iの活用をଅਐし、現ঢ়より高いレϕルࢧ業΁のا用ଅਐをするޏ・
の仕事や在୐で勤務できる就࿑ػձを֦大する。
・ো֐者ޏ用に、స職サイト等と࿈携してੵۃ的なޏ用の仕組みをつくる。ا業のޏ用
をଅすインηンティϒを付༩する。
・ো֐者がඳいたจࣈやֆをجにフォントやデβインのデータを੍࡞するଞ࣏ࣗ体のऔ
組のように、ا業やֶߍ、ஂ体、ো֐者との૬ޓ࿈携をਪਐし、ジョϒコーνをҭ੒
するなど、一人ͻとりのੑݸや࠽能を生かしたଟ様な職務内容のఏڙを֦ॆする。
・就࿑のための専門ੑを高められるڭҭのػձ創出をਤるなど、ো֐者のଟ様なಇき方
の実現をࢧԉする。
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課題（3）への対応：障害者への理解促進
・ଟくの人がো֐について知り、਎ۙに͑ߟてもらうために、ا業やֶߍなどにおいて
交ྲྀの場をઃけ、ো֐者のありのままをडけೖれられる環境ͮくりをਪਐする。
・公共ࢪઃ等に、ো֐者やٽいている子どもが৺をམちணかせるための一時的なډ場所と
してۭߓ等にઃஔされているΧームμ΢ン・クールμ΢ンスϖースをಋೖするなど、
ো֐者ͩけでなく困っている୭かをやさしくडけೖれられる仕組みͮくりの検౼やҙ
識の浸透をਤる。
・༮গظからো֐者にରする理ղをਂめるために、小・中ֶߍの૯合ֶशやインクルー
ジョンڭҭの場や۠内のおࡇりձ場等において、ো֐者とのコミュニέーションを体
験できる理ղଅਐやϔルプマークのൃܒなど、ָしみながらֶ΂るऔ組をਐめる。
・۠立の小・中ֶߍや۠のコミュニティバスのࠂ޿ཝなどにো֐者のアート࡞඼をৗ時
లࣔすることで、ো֐者΁の理ղをଅਐする。

 5　参画と協働の推進
・۠内ا業におけるো֐者による෺ൢやマルシΣの։࠵など、ا業やؔஂ܎体と࿈携し
たൢ࿏֦大や就࿑ࢧԉのऔ組をੵۃ的にਐめる。

テーマ 2 　障害者支援
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「病気を予防し、病気と付き合いながら、誰もが健康でいきいきと生活を送れるまち」
がんや౶೘පなど生活श׳පやメンタルϔルスにෆௐを๊͑る人が૿Ճ܏向にある中、
検਍のૣظड਍やDXによるҩྍ情報の活用、݈૿߁ਐのऔ組やൃܒをਐめるなど、あ
らゆる人がපؾを予๷し、いきいきと生活できるまちを目ࢦす。

 2　踏まえるべき社会変化
生活習慣病の増加
・がんጶױ者数、ࢮ๢者数は૿Ճしており、�人に1人がかかる可能ੑのあるපؾになっ
ている。
・౶೘පױ者が૿͑ることで、人工透ੳなどҩྍඅが૿大することがݒ念される。
心の不調を訴える人の増加
・メンタルϔルスෆௐをૌ͑る人はݩ々૿Ճ܏向にあったが、コロφՒをػܖに一૚૿
Ճした。

DXの推進
・マイφンバーΧードが݈߁อূݥとして利用可能になり、ҩྍ情報のҾ͗ܧなど今ޙ、
。やҩྍの情報のデジタル化が一૚ਐలする߁݈

 3　実現に向けた課題
課題（1）：がん検診の早期受診、がんの早期発見、罹病のリスクを下げるための仕組みが必
要
・がんは௕ظにわたるྍ࣏が必要
のがん検਍ड਍཰は、��۠の中でも高いが、検ࠪཅੑになった人がਫ਼ີ検ࠪをड۠ߓ・
けるׂ合であるਫ਼ີ検ࠪड਍཰は௿໎している。
・ձࣾにଐさず݈߁਍அをडけるػձがগない人のड਍཰が৳ͼ೰んでいる。
課題（2）：QOL（生活の質）の低下を招く健康リスクの増大
・がんや生活श׳පは、ܦա࡯؍と௕ظのྍ࣏が必要。
・高ྸ化のਐలに൐い、౶೘පױ者が૿Ճしている。
・౶೘පは様々な合ซ঱をҾきىこすため、ѱ化すると生活に様々な੍ݶがかかる。
・新型コロφ΢イルス感છ঱のޙҨ঱のӨڹが௕ظ化し、就࿑のܧ続等が難しくなって
いる人がいる。

健康づくり3
テーマ
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課題（3）：心の不調や心配ごとを抱えた人への一層の対策が必要
・୭にも೰みをଧち໌けられず、૬ஊ૭ޱにも結ͼ付かず、ͻとり೰んで๢くなる人が
いる。
・۠の特徴として、શࠃや౎とൺֱして、ಇき੝りの人やঁੑのࣗࡴがଟい܏向にある。
課題（4）：情報の共有やDXへの対応が急務
。にؔする情報をいかに必要な人΁ಧけるか、ޮՌ的な手๏の検౼が必要߁݈・
・かかりつけҩが高ྸ化し、世代交代することにより、ױ者の情報がうまくҾき͛ܧな
い可能ੑがある。
・マイφンバーΧードの݈߁อূݥ利用が࢝まっているが、ड付時間が୹ॖされるなど
のメリットがある൓面、スタッフの高ྸ化やηキュリティ面でのෆ҆等の理༝で、Χ
ードリーμーなどのثػಋೖにϋードルを感じるҩྍؔػやༀہもある。
・ҩྍ情報の共༗・࿈携がॏ要である一方、ݸ人情報อޢのపఈもෆ可ܽ。
課題（5）：気軽にできる健康相談や健康状態に合わせたケアなど患者に寄り添う体制が不
十分
・ጶױしたޙ、タイムスパンの௕いέアが必要で、かかりつけҩの活用など、その人の
。ผのサϙートが必要ݸঢ়ଶに合わせた߁݈
・Կらかの঱ঢ়がないと、なかなかҩྍؔػ΁行けず݈߁૬ஊができない。
・஍Ҭでܰؾに݈߁૬ஊができるような、かかりつけҩのଘ在が必要。

テーマ 3 　健康づくり
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 4　施策の方向性・具体的な取組
課題（1）及び（2）への対応：病気にならないための予防と病気になってからのケア双方の
取組を強化する
されるような仕組みͮくݩ予๷にऔり組んͩ෼に応じて、ຊ人にؐޢくりやհͮ߁݈・
りを検౼する。
・映像コンテンπなどを通じて、がんや౶೘පなどの生活श׳පにରする理ղをਂめる。
や、アプリを活用した΢ォーキングイϕントやϙイントのؐ࠲ߨ業と࿈携した৯ҭا・
、を਎に付けられる仕組みͮくりをਐめることで׳など、ָしみながらӡ動するशݩ
۠ຽの໔Ӹྗを高められるऔ組をਪਐする。
・高ྸ者が݈ͮ߁くりにऔり組めるࢪઃを利用しやすくする。
・ఆ݈ظ਍のड਍ଅਐࡦとして、インηンティϒを付༩してఆ݈ظ਍やਫ਼ີ検ࠪड਍の
ଅਐにつな͛る。
・਍ྍ所等において෱ࢱ૯合૭ޱのҊ内をするなど、ҩྍと෱ࢱのڑ཭をॖめる工෉を
ਤる。
・高ྸ者の೴ଔ中やけがなどの予๷のための生活श׳վળ
・がんや新型コロφ΢イルス感છ঱のޙҨ঱ױ者など、݈߁上の理༝で仕事や生活に困
難を๊͑ている人΁の૬ஊࢧԉをॆ実する。

課題（3）への対応： 心の健康を保つことで、すべての健康につなげる
・৺の೰みを๊͑ている人の೰みをฉき、サϙートできる人ࡐ（ήートキーパー等）を
૿やすことで、ࣗࡴ者のݮগにつな͛る。
・子どもやएい世代΁のࣗࡴ予๷ରࡦにֶߍやؔؔػ܎と࿈携してऔり組Ή。
課題（4）への対応： 医療情報におけるDXの取組を推進する
・一人のױ者にରして、複数のҩྍؔػやհࢪޢઃがݸ人情報に配ྀしながら、਍ྍや
෰ༀデータ、հޢ౓などのҩྍ情報やհޢ情報を共༗し、ޮՌ的なࢧԉに結ͼつける
環境を੔උする。
・マイφンバーΧードの݈߁อূݥ利用をଅਐし、ॏ複౤ༀの๷ࢭや業務のޮ཰化につ
な͛る。
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課題（5）への対応： 地域全体で健康意識を⾼める
・۠ຽがかかりつけҩを持ち、ܰؾにҩࢣに૬ஊできる仕組みͮくりをਐめる。
ҙ識向上の߁݈、するなどݣを೿ࢣߨにؔ࿈する߁くりサϙーターをはじめ݈ͮ߁݈・
場をఏڙする。
・ଞ࣏ࣗ体の事ྫもߟࢀにしながら、஍Ҭの実情に合わせた૯合的な஍Ҭҩྍを実現す
る。
・ன間人ޱのଟい۠ߓの特ੑを౿ま͑て、࢈業ҩなどと࿈携し、ಇき੝りの人向けの݈
。くりにऔり組Ήͮ߁

 5　参画と協働の推進
。とともに行っていくؔػ܎者、஍Ҭのؔݥ業、อا、くりをͮ߁業でಇく人の݈ا・

テーマ 3 　健康づくり
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横串（よこぐし）の議論について
�つのテーマ（ᶃ高ྸ・հޢ、ᶄো֐者ࢧԉ、ᶅ݈ͮ߁くり）を話し合う中で、テー
マをԣ۲ししたٞ࿦が活ൃに交わされました。以Լのとおり、テーマの࿮組みをӽ͑
たऔ組をఏݴします。

3つのテーマに共通する取組①：
・行੓からの一方的な情報ൃ信ではなく、۠ຽが必要な情報を得られるように、޿報や
)1、SNS等のഔ体をઓ略的に活用する。
・۠ຽࣗ਎がサービスのର৅者かを؆୯に෼かる૭ޱやシステムを੔͑る。ର৅者が必
要な情報を得られるようにDXやࢴഔ体を通じた情報ൃ信を行う。

3つのテーマに共通する取組②：
・コロφՒをܦ験して、仕事とՈ଒の看පを྆立することの難しさをଟくの人が௧感し
た。この時ظをଊ͑て、人々のҙ識や行੓のࢧԉのあり方を変ֵする必要がある。
Ո଒にհޢが必要な高ྸ者やো֐者、がんױ者等がいても、հޢをする人（έアラー）
がٳ職やୀ職することなく仕事をܧ続できるように、在୐勤務やΦンラインձٞをは
じめ、ಇき方のબ୒ࢶを͛޿るために、ࠃや౦ژ౎とも࿈携して仕組みͮくりをਪਐ
する。
・ೖ所ࢪઃやපӃ以外にも、հޢやྍཆが必要な人のډ場所の֬อや֦ॆをਐめる。

3つのテーマに共通する提言
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開催経過

ճ਺ ։࠵೔࣌ ಺༰

ୈ�ճ 令和4年10月12日（水）
18時30分～20時50分

╚ 事務ہ঺հ
╚ グループձٞのਐめ方について
╚ リーμー、サϒリーμーのબ出
╚ ෼໺における現ঢ়と՝୊について
╚ 検౼テーマのબఆ

ୈ�ճ 令和4年10月24日（月）
18時30分～20時30分

╚ 第1ճグループձٞのৼりฦり
╚ ෼໺における現ঢ়と՝୊について（લճ以߱のҙݟ等を
౿ま͑て）

╚ 検౼テーマ「高ྸհޢ」にؔするٞ࿦
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝୊とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年11月9日（水）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「ো֐者ࢧԉ」にؔするٞ࿦
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝୊とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年11月28日（月）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「݈ͮ߁くり」にؔするٞ࿦
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝୊とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年12月8日（木）
18時30分～20時30分

╚ 第4ճグループձٞのৼりฦり
╚ ఏݴ内容のϒラッシュアップ
テーマ͝とのϒラッシュアップ（ਂ۷り）
テーマをԣஅした՝୊の੔理やऔ組のϒラッシュアップ
（ԣ۲し）

ୈ�ճ 令和4年12月20日（火）
18時30分～20時30分

╚ 第5ճグループձٞのৼりฦり
╚ ఏݴ内容のϒラッシュアップ

ୈ�ճ 令和5年1月12日（木）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ ఏݴ内容のϒラッシュアップ

ୈ�ճ 令和5年1月26日（木）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ ఏݴॻ、ఏൃࣜݴදࢿྉ֬ೝ
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